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＜連絡事項＞

· 広報委員会より、院内新聞掲載用の俳句の依頼あり。『冬田』を季語として作成し、来週火曜日までに広報委員に提出する事。担当は山口・松林・佐々木の3名。

＜外来より情報提供＞

· 横町　浩様　～デイケアのクリスマス忘年会の招待状を主治医に渡している。

· 村田　昭一様～グループホームでの生活では、特に困った事はないと話されている。

· 関　秀治様　～「青山荘でのリーダーの事や、ラジオ体操の係の事など、色々思い出すと頭が痛く
　　　　　　　なることがある」と話されている。睡眠は取れているとのこと。

· 田澤　勝敏様～「インフルエンザの予防接種を受けたので安心だ」「起立性低血圧が起きたので注
　　　　　　　意して立つことにしている」と話されている。本人様より希望あり、カマ７包処方
　　　　　　　となっている。

· 田名部　一樹様～職親利用する為下剤で排便の様子を見ていること、自宅からデイケア通所の練習
　　　　　　　をしていること、青山荘退所日が延期になった事を話されている。

＜利用者様情報＞

· 馬渕　亜由美様～統合失調症、32歳、女性、東白山台在住の方。主治医よりデイケア利用の勧め
　　　　　　　あり、本日見学のため来所されている。最近まで東京でアルバイトしながら生活し
　　　　　　　ていた。アパート管理人とトイレが詰まったことでトラトラブルとなり、その後被
　　　　　　　害的となり多摩病院に措置入院となっている。退院後、帰八。
　　　　　　　現在の生活状況について、母様・本人様と面談。現在は週に1回結婚式場でアル
　　　　　　　バイトしているとのこと。母様は家族会に参加されており、その際デイケアについ
　　　　　　　ての話を聞き、通所させたいと思ったと話されている。自宅では引きこもりがちな
　　　　　　　生活を送っており、また生活が乱れがちであるとのこと。本人は今すぐにでも東
　　　　　　　京に戻って生活したいと希望しており、戻ってもやっていけると思うと話されてい
　　　　　　　る。11月29日見学予定としており、11月28日までに見学について連絡下さると
　　　　　　　のこと。

· 晴山　美智子様～青明舎スタッフより、本人様に11/30南郷区のクローバーズピアに職場見学に行
　　　　　　　く話をしたところ、本人様は意欲的であったとの情報提供あり。見学に適当な服を
　　　　　　　用意すること（スーツを持っていると話されている）を説明したとのこと。
　　　　　　　本人様より、見学当日は現地集合であるため、バスの路線や時刻を確認したいとデ
　　　　　　　イケアスタッフに相談あり。自分でバス会社に確認してみるよう声掛けしている。

· 杉澤　恵子様～前回受診日が祝日であった為、水曜受診から火曜受診と1日早まっている。本人様
　　　　　　　より、「薬が一日分足りない」とスタッフに相談あり。受診日が1日早まった為で
　　　　　　　あることを説明し、次回もう一度火曜日に受診し、水曜日に受診日を戻せるよう
　　　　　　　に処方調整してもらうことを話している。外来に情報提供している。

· 川口　律子様～デイケア、青明舎職員に対し、仕事を希望している旨を話されている。デイケアス
　　　　　　　タッフに対し「今度の外来受診日に先生に話をして、OKがでたら母親にも話して、
　　　　　　　母親、青明舎のスタッフとで仕事の相談をしてくる」と話されている。本人様は就
　　　　　　　労に対し非常に意欲的である。
　　　　　　　本人様と面談し、就労するにあたって必要な能力について確認、生活管理（定期通
　　　　　　　所の安定化・時間管理・服装）、対人関係能力（言葉づかい）、課題遂行能力（プロ
　　　　　　　グラムへの持続性および集中力・役割認知と実行性）等、基本的な社会生活能力に
　　　　　　　着目し、改善に向けて取り組んでいくこととしている。問題点については、自己洞
　　　　　　　察が苦手な面もあり表面的な理解に留まっていることもある。
　　　　　　　次回、12月12日に松平病院受診されるとのことで、その際に就労について主治医
　　　　　　　に相談されるとのこと。受診前に、デイケア参加状況及び評価を松平病院に情報提
　　　　　　　供したいと考えている。今後、情報提供の仕方について確認及び検討することとす
　　　　　　　る。

· 秋山　和子様～「柿とみかんを食べ過ぎた」とのことで身体的不調の訴えあり。バイタルサイン確
　　　　　　　認し体温36.9℃、本人様より岸原病院受診したいとの希望聞かれる。スタッフよ
　　　　　　　り母様に電話連絡すると、「今日は休むように声を掛けたが、行くと言って出て行
　　　　　　　った」との話聞かれる。本日早退し、帰宅後母様同行にて岸原病院受診するとの事。

· 長瀬　紘一郎様～「銀行に行く」と話し、根城にある銀行に出掛けるも10時すぎても来所されず。
　母様に電話連絡し所在確認するも「こちらには来ていない」と話されている。青明
　舎に情報提供後、すぐに本人様が来所、「銀行から帰る時、バスの行先が分からな
　く時間がかかった」と話されている。通常利用するバス以外に関して、利用の方法
　を確認していくこととしている。

· 川口　八寿子様～夜間中途覚醒があり眠りが浅いこと、また寝つきの悪さについてスタッフに相談
　している。以前（3月頃とのこと）に頓服として処方された眠剤が余っており、そ
　れを服用しても良いかスタッフに質問されており、スタッフより主治医に睡眠につ
　いて相談することを勧めている。

